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広報こうさ　R7.2

人のうごき（12月31日現在）

総人口

9，９４５人　男 4,781人／女 5,164人

前月比

－2人　　　　　男 －6／女 ＋4

　○出生　　 2人 　○死亡　　20人
　○転入　　39人 　○転出　　23人

総世帯数

４，４３４世帯　　前月比　－1

町からの情報をお届けしています

━━━━  表紙の写真 ━━━━

１ 月12日（ 日 ） に 甲 佐 町
「二十歳の成人式」が開催さ
れました。写真はあでやかな
振袖に身を包んだフレッシュ
な二十歳の成人たちです。

ウェブサイトメールアプリ

メールアプリ「こうさ情報たしか
めーる」の登録をお忘れなく！

facebook

X（旧 twitter）

instagram
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税の申告
２月14日（金）▶  ３月14日（金）

■町の申告相談日程

月　日 行政区名 税理士

２
月

14 金 中早川・早川・北早川 不在
17 月 辺場・古閑・八丁・吉田 〇
18 火 山出・芝原 不在
19 水 糸田・麻生原 〇
20 木 津志田・田原 不在
21 金 船津・世持 〇
25 火 中山・上田口 〇
26 水 和田内・府領・北原 〇
27 木 南三箇・下田口 不在
28 金 西寒野・有安 〇

３
月

3 月 上豊内・下豊内 〇
4 火 岩下１区・緑町 不在
5 水 大町・横田 〇
６ 木 宮内地区全域（広瀬～上揚） 不在
７ 金 仁田子 〇
10 月 東寒野・岩下２区 不在
11 火 浅井・上早川４区・５区 不在
12 水 下横田・上早川１区・２区 不在
13 木 中横田・上早川３区 不在
14 金 上記の日に来れない人 不在

対象 必要書類

全員
免許証や保険証など本人確認書
類、マイナンバーカードまたは
個人番号通知カード

給与・年金所得 源泉徴収票（原本）
事業所得

（営業・農業・不動産）
作成した収支内訳書
取りまとめた領収証、帳簿

一時所得、雑所得 収入・経費が分かる書類
社会保険料控除
生命保険料控除
寄付金控除など

それぞれの控除証明書など

医療費控除 作成した医療費控除の明細書
障害者控除 身体障害者手帳、療育手帳など

所得税の還付や
所得税の口座振替 本人名義の通帳や通帳印

■申告に必要なもの

■熊本東税務署の確定申告会場

　町では、次の日程で申告相談を行います。
　申告会場内の混雑緩和対策として、会場への入場
人数を制限します。午前中の受付は40人程度とし
ます。
　なお申告受付の際は、先着の20人程度を目安に
割り当て行政区の人を優先して受け付けます。皆様
のご協力をお願いします。

【会場】　熊本東税務署（熊本市東区東町3-2-53）
【期間】　２月17日（月）～３月17日（月）
　　　※３月２日（日）のみ休日受付を行います。

【受付時間】　午前９時～午後４時
【公的年金受給者などの事前作成会】

公的年金受給者を対象とした事前申告相談会（予
約制）が２月10日（月）、12日（水）～15日（金）
に開催されます。

【お問い合わせ先】
熊本東税務署　☎096-369-5566

※３月17日（月）の申告相談はありませんので、日程
　をよくご確認ください。
※申告の内容によっては、熊本東税務署の確定申告会
　場をご案内する場合があります。ご了承ください。
※詳しくは、別途、全戸配布した申告相談のチラシを
　十分にご確認ください。

　申告相談には、次のものを必ず持って来てくださ
い。書類がなかったり、帳簿や収支の記載ができて
いなかったりした場合は、後日あらためて申告に来
ていただかなければなりません。

※別世帯の人の申告を代理でする場合は、委任状が必要です。
※これらのほかにも書類などが必要になる場合もあります。
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▲陸上競技についての自身の経験や考えを話す田中希実選手

　12月６日（金）、乙女小学校で星の観察会が開催さ
れました。星の観察会は、星空の観察をとおして自然
や宇宙の神秘に触れてもらうことを目的に甲佐町青少
年健全育成町民会議（甲斐高士会長）と町教育委員会
が実施。参加した子どもたち46人は天文家の坂本敏
博さん（上田口区）の説明を聞きながら天体望遠鏡で
月を観察しました。

子どもたちが天体観測
乙女小学校で星の観察会を開催

　12月1日（日）、町生涯学習センター・ホールで田中
希実選手（New Balance）のトークショーが開催され
ました。田中選手は継続することの大切さやパリオリン
ピックの振り返り、今後の展望などについて語り、町内
外から集まった150人を超える参加者が田中選手の話に
耳を傾けました。同イベントの最後には全員での記念撮
影もあり、参加者は田中選手との交流を楽しみました。

継続こそ夢への近道
田中希実選手トークショー

こうさ の 話題

▲天体望遠鏡で星の観察を行う参加者

▲甲斐町長（左）が福井事務所長に要望書を提出

　11月29日（金）、本町を貫流する一級河川・緑川の
管理を行う国土交通省熊本河川国道事務所に対して、堤
防の整備などの河川整備促進について要望活動を行い
ました。甲斐高士町長は「緑川沿線における地域住民の
安心・安全な暮らしをより一層守ることができるよう今
後ともご支援ご協力をお願いいたします」と述べ、要望
書を福井事務所長に手渡しました。

緑川の河川整備の促進を
国土交通省に町が堤防整備などを要望

▲認知症高齢者と出会った場面のロールプレイを行う甲佐小児童

　11月８日（金）、甲佐小学校で特別授業「認知症サ
ポーター養成講座」が行われました。同授業は児童が認
知症を正しく理解し、支援の必要性について学び、家族
や地域へ伝えてもらうことを目的として、町内の各小学
生を対象に実施。甲佐小では５年生の児童たちが認知症
に関する説明を受けたあと、ロールプレイやグループ
ワークなどを行い、認知症への理解を深めました。

認知症について学ぼう
認知症サポーター養成講座
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こうさの旬な情報を発信！

　12月４日（水）から10日（火）にかけて、令和６
年度甲佐町「人権週間」が実施されました。
　同週間は、同実行委員会（沼田峰子委員長）、町、
町教育委員会が共催。部落差別（同和問題）をはじめ
とするあらゆる人権問題の解決や、基本的人権の尊重、
町民の人権意識の高揚を図ることを目的に、毎年実施。
　期間中は、人権（法律）相談の開設、街頭や企業訪
問による人権啓発広報活動の実施、書道など人権作品
の展示も行われました。
　12月７日（土）同週間の一環として、町生涯学習
センター・ホールで第42回甲佐町人権週間町民集会
が開催され、町内の児童・生徒による人権作文の発表
などがありました。
　同集会では、元熊本西保健センターの一歳児半・三
歳児健診心理相談員の尾道幸子さんが「子どもの人権
～健やかな育ちのために～」という演題で講演。尾道
さんは自身の体験談などを話され、参加者は人権に関
する意識を高めました。

人権の理解を深める
令和６年度甲佐町「人権週間」

▲「緑川の歌（川辺の四季）」を合唱する MICA さんと左座家のみなさん

　12月14日（土）、町生涯学習センターホールでクリ
スマスコンサートが開催されました。CM ソングなどで
おなじみのシンガーソングライター・MICA さんがクリ
スマスメドレーや「繋がってく」などの楽曲を披露。中
盤には家族コーラス「左座家」とコラボして、緑川をイ
メージしてつくられた「緑川の歌 ( 川辺の四季 )」を合
唱するなど、心地よい歌声を響かせました。

美しい歌声が響く
クリスマスコンサートを開催

▲町からの目録を受領した代表者の皆さん

　1月7日（火）、町生涯学習センター研修室で「こう
さっ子・子育て応援金」目録贈呈式が開催されました。
当応援金は、子どもたちが次のステップに上がる進学
などのタイミングにおいて、満１歳児５万円、年長児
５万円、小学６年生１０万円、中学３年生１５万円の
現金を支給するもので、来年度に支給を予定している
各年齢の代表者に、町長より目録が贈呈されました。

新制度で子育て世帯を応援
「こうさっ子・子育て応援金」目録贈呈式

▲（写真上）人権作文を発表する甲佐中学校の生徒
　  （写真下）子どもの人権について話す尾道幸子さん
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　フィットネスセンターで、2回目
の認知症予防教室「元気が出る脳
活」を開催します。物忘れが気にな
る人や、楽しく運動したい人、認知
症予防に取り組みたい人、誰でも参

加できます。
教 室 で は、
認 知 症 に 関
す る 講 話 や
ストレッチ、
筋 力 ト レ ー
ニ ン グ、 ラ
ダ ー ト レ ー
ニ ン グ 等 を
行 い ま す。

前回の教室では、できないことも
笑ってごまかしながら、皆で楽しく
取り組むことができました。お一人
でも、友達と一緒でも大歓迎です！
皆様のご参加をお待ちしております。
●開催日
　３月１日（土）・８日（土）・15
　日（土）
▶時間
　午後１時から午後２時30分
▶参加費（施設使用料）
　町内300円・町外450円
▶定員
　15人程度

Health
藤本 佑子 さん

（ 保健師 ）健康だより
日常生活を改善してフレイル予防に取り組みましょう

那須 賢志さん
〔健康運動指導士〕

今月の講師

●予約・お問い合わせ先
　甲佐町フィットネスセンター
　（町総合保健福祉センター内）
　☎096-235-8712

▲「元気が出る脳活」で楽しく認知症予防に
取り組みましょう

Fitness

甲佐町フィットネスセンター
楽しみながら認知症予防！

今月の紹介者

　フレイルとは、加齢とともに心身の活力が低下し、要介
護状態に至る手前の状態のことです。
　日本人では、「75～79歳の10人に1人」、「80～84歳の
5人に1人」、「85歳以上の3人に1人」がフレイルであると
いうデータがあります。また、全国の中でも特に九州・沖
縄地方でフレイルの人の割合が高いという研究もあります。
　いったん介護が必要な状態になると、自立した生活を送
ることができる健康な状態に戻ることは難しいと言われて
います。しかし、フレイルの段階であれば、運動機能や栄
養・口腔機能を改善し、要介護状態に至ることを予防する
ことができます。何歳からでも自分に合った予防に取り組
むことが重要です。
●フレイル予防３つのポイント
　①身体活動（生活活動・運動）
　有酸素運動 ( ウォーキングなど ) とレジスタンス運動
( 筋トレなど ) の両方を意識することが大切です。ウォー
キングでは、心肺機能の維持・改善や脂肪の燃焼効果が期
待されます。また筋トレでは、筋肉や骨を鍛えることがで
き、転倒や骨折の危険性を軽減することができます。
　座って過ごす時間が長いほど、死亡の危険性が増加する
ことも明らかになっており、世代に応じた身体活動を日常
生活の中に取り入れることがお勧めです。

②栄養（食事・口腔機能）
　食べる、話す、呼吸をするなど口には重要な役割がたく
さんあります。定期的な歯科受診や毎日の歯磨きでむし歯
や歯周病を予防すること、口の体操や噛みごたえのある食
事で口周りの筋肉を鍛えることなど、元気な口を維持する
ことがフレイル予防につながります。元気な口を維持する
と、様々な食材をおいしく食べることができ、体の活動に
欠かせない栄養をしっかりとることもできます。
③社会参加
　外出できない理由が特にないにも関わらず、家にずっと
いる状態を閉じこもりと言います。閉じこもり状態が長期
に続くと要介護状態に至る可能性が高くなります。衣服や
髪型を整える、毎日決まった時間に起きて眠る、楽しい趣
味を見つける、地域の活動に参加するなど、外へ出かける
意欲を高め、実際外に出て、社会とのつながりを持つこと
がフレイル予防のためには欠かせないことです。
　体も心もいつまでも健康で過ごすことができるように、
元気なときからぜひフレイル予防に取り組んでみましょ
う。

●お問い合わせ先
　町健康推進課
　☎096-235-8711
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月　日 当番医 電話番号

２月２日 荒 瀬 病 院 096-234-1161

２月９日 谷 田 病 院 096-234-1248

２月16日 小 屋 迫 医 院 096-234-0165

２月23日 荒 瀬 病 院 096-234-1161

●日程は変更になる場合があります。最新情報は町公式ウェブサイトなどをご確認ください

●甲佐町子育て支援センター（竜野保育園内）  ☎096-234-0305

3日（月） 　豆まき
5日（水） 　身体測定（身長・体重）
7日（金） 　お散歩
10日（月） 　ブロック遊び
12日（水） 　バレンタインカード作り
14日（金） 　おやつ作り（要予約）
17日（月） 　風船遊び
19日（水） 　ままごと遊び
21日（金） 　空飛ぶリボン
26日（水） 　製作
28日（金） 　園庭遊び

 育児相談（電話・面接）　 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育　 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

　 ４か月児健診

　　２月20日（木）　午前９時

　　３月19日（水）　午前９時

　 ７か月児健診

　　２月20日（木）　午前10時

　　３月19日（水）　午前10時

　 ピカピカ１歳教室

　２月７日（金）　午前９時20分

　 １歳６か月児健診

　3月11日（火）　午後１時

　 すくすく２歳児子育て相談

　２月21日（金）　午前９時20分

　 ３歳児健診

　3月11日（火）　午後１時10分

２月・３月の保健活動 　●会場　町総合保健福祉センター

スマイル
Smile

 赤ちゃんの笑顔
 募集中！
　未就学児のお子さんの
　笑顔を広報紙に掲載しま
　せんか？応募期限は
　毎月７日まで。
　ご応募お待ち
　しています▶

　■お問い合わせ先
　　町企画課
　　☎096-234-1115

わが家の「笑顔」を紹介します

●　2月の子育て支援カレンダー ●休日当番医

広報 こうさ ちゃん（１歳）
　お父さんの名前　
　お母さんの名前　（〇〇区）

　１歳になりました！
　　　　みーんな大好きだよ！

※健診などの日時は変更となる場合があります。対象の方に
　個別にお送りする通知を必ずご確認ください。

今回はご応募がありませんでした。

見本のように、お子さんの写真と
メッセージを掲載します☆

引き続き、みなさんからの
ご応募をお待ちしています！

見　本
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中
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
子
ど

も
た
ち
と
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　
2
月
13
日
（
木
）　
午
前
10
時
30
分
～

●
会
場

　
お
は
な
し
の
へ
や
（
甲
佐
町
生
涯
学
習

　
セ
ン
タ
ー
・
図
書
室
内
）

南極観察ツアーに招待されたダイヤたち
は、ひょんなことから、３人で氷の大地
に取り残されてしまう。ブリザードにク
レバスの罠…。過酷な環境で、ダイヤた
ちは生き残れるのか！？楽しく学べるサ
バイバル科学漫画です。

仕事でやらかした、あんな失態、こんな
大恥、大惨事もいつの日か必ず笑い話に
なる！みんなの大ピンチにクスッと笑っ
て、肩の力を抜いて、明日への活力にす
る本。各ピンチの最後にはレフリーが「セ
ーフ」「アウト」の判定を下します。

ツタンカーメンのおめん、ロボットのお
めん、騎士のおめん、ゆきだるまのおめ
ん…。おめんをかぶっていたのは誰か
な？おめんのページをめくると動物たち
が出てくるしかけ絵本。０歳～２歳対象
の人気シリーズ第４弾です。

極貧時代を支えてくれた思い出の味や収
録先で出会った逸品、四季折々の好物。
記憶に残る料理にはその時代、その瞬間
のドラマ、自分の人生そのものが詰まっ
ている…。俳優・松重豊が「食の記憶」
を綴った “ 美味しい ” エッセイ集です。

ライオンのくにに引っ越したネズミの家
族。使う言葉も習慣も体の大きさも違う
彼らは、お互いにわかりあうことができ
るのか？「優しさと勇気」についての絵
本としても「国際理解教育」の教材とし
ても読めるおすすめの一冊です。

一般書 児童書

「迷わない心」のつくり方
稲森 和夫 文 羽賀翔一 漫画／サンマーク出版

南極のサバイバル
 洪在徹 原案 もとじろう 絵／朝日新聞出版

おとなの大ピンチ図鑑 おしごと編
おとなの大ピンチ研究会 編／主婦と生活社

たべるノヲト。
　松重 豊 著／マガジンハウス

おめんです４
　いしかわ こうじ 作・絵／偕成社

新着図書紹介

町生涯学習センター・図書室

☎ 096-234-2447（内線331）

■開館時間　午前９時～午後５時

■休館日　　毎週火曜
　　　　　　年末年始

■貸出冊数　１人５冊まで

■貸出期間　15日間

苦しいときもどんな心で選択するのかで
その後の人生が変わる。人生を変える「思
い」の持ち方とは何か…。京セラ創業者・
稲森和夫がこれから社会にでる若者たち
を対象に行った講演の中から厳選した４
本を、漫画を交えて紹介します。

図
書
室

行
こ
う

へ

▲一年の行事特集コーナーにぜひお越しください

ライオンのくにのネズミ
　さかとく み雪 作／中央公論新社
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community learning center

მ࠵
Ⱥɢɤ

■
啓
発
チ
ラ
シ
の
配
布
で
人
権
意
識
の

　
高
揚
を
図
る

　

12
月
4
日
（
水
）、
町
人
権
擁
護
委
員
と

町
職
員
が
町
内
の
企
業
39
社
を
訪
問
し
、
人

権
啓
発
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
部
落
差
別(

同
和
問
題)

を
は
じ

め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
解
決
や
、

基
本
的
人
権
の
尊
重
、
町
民
の
人
権
意
識
の

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
し
て

い
る
甲
佐
町
「
人
権
週
間
」
の
一
環
と
し
て

実
施
。
人
権
を
尊
重
し
人
権
意
識
の
高
揚
に

努
め
る
た
め
、
企
業
で
の
人
権
啓
発
や
職
場

内
で
の
研
修
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

も
ら
う
よ
う
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
訪
問
先
で
は
、
甲
佐
町
「
人
権
週
間
」
の

啓
発
活
動
内
容
の
周
知
や
県
や
町
の
人
権
に

関
す
る
条
例
の
紹
介
、
世
界
中
の
子
ど
も
の

権
利
を
し
っ
か
り
守
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」、
法
務
局
が
相
談
を

受
け
付
け
る
窓
口
な
ど
を
掲
載
し
た
チ
ラ
シ

の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。 

　
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
で
は
、
人
権
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

人
権
啓
発
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
貸
し
出

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
企
業
研
修
は
も
ち
ろ

ん
、
ご
家
庭
で
も
視
聴
で
き
る
作
品
も
あ
り

ま
す
。
町
社
会
教
育
課
で
貸
し
出
し
を
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。　

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
社
会
教
育
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
4
４
７

　
　
（
内
線
３
２
７
）

▲町内企業に啓発チラシを配布する町人権擁護委員

人
権 

～
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
～

甲
佐
町
「
人
権
週
間
」
で
町
内
企
業
啓
発
訪
問
を
実
施

　甲佐町公民館では、町民の皆さんの教養の向上や、健康
の増進を目的に公民館主催講座を開催しています。
　1月7日（火）、放課後児童クラブ・ゆうぐれハウスで、
町公民館主催講座「子ども講座」が開催され、児童12名
が参加し、「オリジナルアクセサリー（プラバン）を作
る」を体験しました。今回作成したプラバンとは、プラス
チックの板にサインペンなどで絵を書き、オーブントース
ターで焼いて、オリジナルのアクセサリーを作ります。児
童たちは、自分の作品がオーブントースターの中で、曲が
りながら縮んでいく様子を興味深げに見入っていました。
児童たちは仕上がったオリジナルアクセサリーを早速、自
分のバッグに取付けて喜んでいました。講座終了後、児童
たちから「冬休み最後の日が楽しい日になりました。あり
がとうございました」と笑顔を見せました。

公民館主催講座「子ども講座」
オリジナルアクセサリー作り体験

　▶町公民館からのお知らせ
　　第 28 回公民館大会を開催します　
　●開催日時　３月 15日（土）午前 9時　開会
　●会　　場　町生涯学習センター・ホール
　●講　　師　県統括アドバイザー　山平　敏夫さん
　●演　　題　「ひとづくり・つながりづくり・地域づくりへの道」（仮）

■お問い合わせ先
町教育委員会公民館事務局
☎096-234-2447（内線321）

▲プラバンのアクセサリー作りを教わる児童たち
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▲結婚を希望するあなたに充実したサポートを行います

「
Ｋ

ク

マ

リ

ー

ｕ
ｍ
ａ
ｒ
ｒ
Ｙ
」
が
未
来
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
出
会
い
を
応
援

　

12
月
21
日
（
土
）
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

で
開
催
さ
れ
た
熊
本
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ス
ク

ー
ル
全
体
発
表
会
に
、
甲
佐
高
校
生
た
ち

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

発
表
会
に
は
、
１
年
生
６
人
と
２
年
生

３
人
が
参
加
し
、
県
内
の
高
校
生
や
職
員
、

中
学
生
や
保
護
者
な
ど
に
向
け
て
甲
佐
高

校
の
教
育
活
動
や
探
究
活
動
に
つ
い
て
、

展
示
物
・
動
画
で
紹
介
し
た
ほ
か
、
来
場

し
た
中
学
生
に
向
け
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

普
通
科
福
祉
教
養
コ
ー
ス
で
は
、
体
験

を
通
し
て
福
祉
に
対
す
る
考
え
を
伝
え
る

た
め
、
点
字
や
オ
セ
ロ
体
験
を
行
い
、
両

コ
ー
ナ
ー
と
も
に
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
科
で
は
、
小
切

手
作
成
の
模
擬
体
験
の
ほ
か
、
町
内
企
業

の
株
式
会
社
木
村
と
共
同
開
発
し
た
「
ニ

ラ
み
そ
あ
ら
れ
」
の
販
売
を
行
い
、
用
意

し
た
２
０
０
個
全
て
を
売
り
き
る
人
気
ぶ

り
で
し
た
。

　

参
加
し
た
普
通
科
の
生
徒
か
ら
は
「
甲

佐
町
の
陣
ノ
内
城
跡
に
つ
い
て
の
展
示
と

説
明
を
行
い
、
探
究
活
動
を
経
て
学
び
、

考
え
た
こ
と
を
多
く
の
方
々
に
聴
い
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
感
想
を

話
し
ま
し
た
。

熊
本
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
全
体
発
表
会

「
県
立
高
校
学
び
の
祭
典
」
で
取
組
発
表

▲ビジネス情報科による「ニラみそあられ」の販売（上）
と普通科福祉教養コースによる点字体験（下）

甲佐高校ホームページでも
高校ライフを発信中です▶

魅力発信！甲佐高校通信   vol. 23

Town Development
甲佐のまちづくり

  県立甲佐高校（甲佐町横田327）　☎096-234-0041

　

甲
佐
町
と
熊
本
市
を
含
む
全
13
市

町
村
で
、
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
者

の
出
会
い
を
応
援
す
る
た
め
、
く
ま

も
と
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
『
Ｋ

ｕ
ｍ
ａ
ｒ
ｒ
ｙ
（
ク
マ
リ
ー
）』
を
令

和
7
年
1
月
27
日
（
月
）
か
ら
共
同

で
開
設
し
て
い
ま
す
。

■
充
実
し
た
サ
ポ
ー
ト
内
容

　

く
ま
も
と
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
は
、
A
Ｉ
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ

ト
や
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
な
ど
、
多
様
な
出
会
い
の
機

会
を
提
供
し
ま
す
。

　

ま
た
、
豊
富
な
婚
活
ス
キ
ル
を
有

し
た
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
結
婚
相

談
や
、
セ
ン
タ
ー
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
、
結
婚
を

希
望
す
る
人
に
寄
り
添
っ
た
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
こ
と
で
、
皆
様
に
安
心
し

て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。

　

３
月
２
日
（
日
）
に
は
、
開
設
記

念
と
し
て
「
大
規
模
婚
活
イ
ベ
ン
ト
」

も
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
入
会
登
録
料
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

　

開
設
記
念
と
し
て
、
甲
佐
町
に
お
住

ま
い
の
方
を
対
象
に
入
会
登
録
料
が
通

常
よ
り
お
得
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
内
容

　

令
和
７
年
３
月
31
日
（
月
）
に
、
登

録
申
し
込
み
（
仮
会
員
）
を
完
了
し
た

方
は
、
入
会
登
録
料
が
１
年
間
無
料

※
詳
細
は
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
地
域
振
興
課

　

☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４
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日 月 火 水 木 金 土
1/26

 

1/27

 
 

1/28

 口座振替日
 （町税務課）

1/29

 

1/30

  消費生活相談
 （老人いこいの家）

1/31

 納期限
 夜間窓口 
 （町税務課）

1
 

2
 

3
 行政区配達
 （町総務課）
 法律・人権・行政相談 
 （町福祉課）

4
 

5
 マイナンバーカード 
 夜間窓口（要予約）
 （町住民生活課）

6
 消費生活相談
 （老人いこいの家）
 

7
 ピカピカ１歳教室

（町健康推進課）

8
 

9
 

10
 

11 12
 
 

13
 消費生活相談
 （老人いこいの家）

14
 

15
 

16
 

17
 行政区配達
 （町総務課）
 心配ごと相談 
 （町福祉課）

18
 

19
 認知症についての相談会 
 （町福祉課）

 マイナンバーカード 
 夜間窓口（要予約）
 （町住民生活課）

20
 消費生活相談
 （老人いこいの家）

 ４ヶ月・７ヶ月児健診
（町健康推進課）

21
 すくすく２歳児
 子育て相談

（町健康推進課）

22
 

23 24
  

25
 

26
 

27
 消費生活相談
 （老人いこいの家）

28
 
 納期限
 口座振替日
 夜間窓口 
 （町税務課）

3/1

 

　　　　　　　　　　　　　　　　※ カッコ内は担当課
　　　　　　　　　　　　　　　　※ やむを得ず中止・延期になる場合があります。

R7.2 甲佐町イベントカレンダー ◀詳細はウェブサイト
　でご確認くさだい。
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■ 

１
万
５
千
円
ほ
ど
お
得
な
制
度

　
「
２
年
前
納
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
毎

月
納
付
す
る
場
合
に
比
べ
て
、
２
年
間
で

１
万
５
千
円
程
度
の
割
引
と
な
り
ま
す
。
口

座
振
替
だ
け
で
な
く
、
現
金
お
よ
び
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
も
可
能
で
す
。

■
令
和
７
年
度
の
前
納
割
引
額

　
令
和
７
年
度
に
前
納
制
度
を
利
用
し
た
場

合
、
次
の
と
お
り
割
引
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
口
座
振
替
の
場
合

・
２
年
前
納

　
１
万
６
５
９
０
円
割
引

　
（
納
付
額
39
万
７
２
９
０
円
）

・
１
年
前
納

　
４
２
７
０
円
割
引

　
（
納
付
額
19
万
９
４
９
０
円
）

・
６
カ
月
前
納

　
１
１
６
０
円
割
引

　
（
納
付
額
10
万
７
２
０
円
）

●
現
金
お
よ
び
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

　
の
場
合

・
２
年
前
納

　
１
万
５
２
９
０
円
割
引

　
（
納
付
額
39
万
８
５
９
０
円
）

・
１
年
前
納

　
３
６
２
０
円
割
引

　
（
納
付
額
20
万
１
４
０
円
）

・
６
カ
月
前
納

　
８
３
０
円
割
引

　
（
納
付
額
10
万
１
０
５
０
円
）

■
前
納
手
続
き
に
つ
い
て

　
申
出
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
年
金
事

務
所
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
を
ご

希
望
の
場
合
は
、
預
金
口
座
を
お
持
ち
の
金

融
機
関
で
も
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

※
申
し
込
み
期
限
は
２
月
末
で
す
。

※
２
年
後
も
現
金
納
付
で
前
納
希
望
の
場
合

　
は
再
度
申
出
書
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
東
年
金
事
務
所

　
☎
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４

　
町
住
民
生
活
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
（
内
線
１
０
４
）

町からのお知らせ

国
民
年
金
保
険
料
の
お
得
な
前
納
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
は
収
入
が
な
く
て
も

申
告
が
必
要
で
す

　
国
民
健
康
保
険
は
、
所
得
に
よ
っ
て
国
民

健
康
保
険
税
の
金
額
や
医
療
費
の
自
己
負
担

限
度
額
な
ど
を
算
出
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で
前
年
中
（
１

月
～
12
月
）
の
収
入
が
な
い
人
や
収
入
が
障

害
年
金
・
遺
族
年
金
の
み
の
人
も
、
必
ず
申

告
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
申
告
を
し
な
い
と
国
保
税
の
軽
減
な
ど

　
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

　
国
民
健
康
保
険
に
は
、
所
得
額
が
一
定
以

下
の
場
合
、
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ

る
措
置
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
申
告
を
し

な
い
と
こ
の
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
判
定

も
、
所
得
額
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
の
で
、

収
入
が
な
く
て
も
申
告
を
し
な
い
と
医
療
機

関
で
の
窓
口
負
担
が
高
額
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

■
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
が
確
定
申
告

　
に
使
用
で
き
ま
す

　
町
か
ら
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆
さ

ん
へ
送
付
し
て
い
る
「
医
療
費
の
お
知
ら

せ
」
は
、
確
定
申
告
の
医
療
費
控
除
の
手
続

き
で
医
療
費
の
明
細
書
と
し
て
使
用
で
き
ま

す
。

　

医
療
費
控
除
の
計
算
は
、「
お
知
ら
せ
」

の
「
患
者
負
担
額
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
自

己
負
担
相
当
額
を
基
に
行
い
ま
す
。「
お
知

ら
せ
」
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る

場
合
や
、
実
際
に
負
担
し
た
額
が
異
な
る
場

合
は
、「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
を
自
身

で
作
成
し
て
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
11
～
12
月
診
療
分
の
「
お
知
ら
せ
」
は
５

月
に
配
布
し
ま
す
。
２
月
中
旬
か
ら
始
ま
る

確
定
申
告
で
は
、
11
～
12
月
診
療
分
の
領
収

証
が
必
要
で
す
の
で
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
医
療
費
控
除
の
申
告
に
関
す
る
注
意
点
な

　
ど
は
、
国
税
庁
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

　
覧
に
な
る
か
、
熊
本
東
税
務
署
ま
た
は
町

　
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
期
間
内
に
申
告
を
し
ま
し
ょ
う

　

町
で
の
申
告
受
付
期
間
は
２
月
14
日

（
金
）
か
ら
３
月
14
日
（
金
）
ま
で
で
す
。

期
間
内
に
申
告
す
る
こ
と
が
国
民
健
康
保
険

の
適
正
運
営
に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
住
民
生
活
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
（
内
線
１
０
８
）
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I n f o r m a t i o n

「
改
正
障
害
者
差
別
解
消
法
」
が
施
行

障
害
の
あ
る
人
へ
の
「
合
理
的
配
慮
」
が
義
務
化

　
令
和
６
年
４
月
１
日
に
「
改
正
障
害
者

差
別
解
消
法
」
が
施
行
さ
れ
、
事
業
者
※

に
よ
る
障
害
の
あ
る
人
へ
の
「
合
理
的
配

慮
の
提
供
」
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

※
個
人
事
業
主
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

　
す
る
団
体
な
ど
も
含
み
ま
す
。
障
が
い

　
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
互
い
に
認
め

　
合
い
な
が
ら
共
に
生
き
る
社
会
を
目
指

　

し
て
、「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁

　

止
」「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
を
掲
げ

　
て
い
ま
す
。

■ 

「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
と
は

　
行
政
機
関
な
ど
や
事
業
者
が
事
務
・
事
業

を
行
う
際
に
、
障
が
い
の
あ
る
人
か
ら
社
会

の
中
の
バ
リ
ア
を
取
り
除
く
た
め
に
何
か
し

ら
の
対
応
を
求
め
ら
れ
た
と
き
、
負
担
が
重

す
ぎ
な
い
範
囲
で
対
応
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

■ 

合
理
的
配
慮
に
は
「
建
設
的
対
話
」
が

必
要
で
す　

　
申
し
出
へ
の
対
応
が
難
し
い
場
合
で
も
、

障
が
い
の
あ
る
人
と
事
業
者
な
ど
の
双
方
が

持
っ
て
い
る
情
報
や
意
見
を
伝
え
合
い
、「
建

設
的
対
話
」
に
努
め
る
こ
と
で
、
目
的
に
応

じ
て
代
わ
り
の
手
段
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
対
応
の
例

　
筆
談
、
読
み
上
げ
、
代
筆
、
介
助
、
席
の

　
配
慮
な
ど

■
県
の
出
前
講
座
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
　

　
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
の
概
要
や
、
障

が
い
に
は
ど
ん
な
種
類
が
あ
る
の
か
、
ど
ん

な
接
し
方
を
し
た
ら
良
い
の
か
、
ど
ん
な
こ

と
が
差
別
に
あ
た
る
の
か
、
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
疑
問
を
わ
か
り
や
す
く
ご
説
明
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
県
障
が
い
者
支
援
課

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
３
６

　
県
障
が
い
者
支
援
課（
特
定
相
談
専
用
電
話
）

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
４
４

　
町
福
祉
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
（
内
線
１
４
５
）

■ 

健
診
を
受
け
て
お
母
さ
ん
と
お
子
さ
ん

の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
町
で
は
、
妊
娠
届
出
時
に
母
子
健
康
手
帳

を
交
付
し
、
妊
婦
健
康
診
査
や
妊
婦
歯
科
健

康
診
査
に
つ
い
て
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
健

康
診
査
は
、
お
母
さ
ん
と
お
子
さ
ん
の
健
康

を
守
る
大
切
な
機
会
で
す
。
医
師
と
相
談
し
、

適
切
に
受
診
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
妊
婦
健
康
診
査
に
つ
い
て

　
妊
婦
健
康
診
査
は
、
産
科
な
ど
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
妊
娠
届
出
時
に
14
回
分

の
妊
婦
健
康
診
査
受
診
票
を
お
渡
し
し
ま
す

の
で
、
そ
ち
ら
を
利
用
し
て
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
県
外
の
医
療
機
関
や
助
産
所
で
妊
婦

健
康
診
査
を
受
診
す
る
人
は
、
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
妊
婦
歯
科
健
康
診
査
に
つ
い
て

　
妊
婦
歯
科
健
康
診
査
は
、
町
内
歯
科
医
療

機
関
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
妊
娠
中

は
、
つ
わ
り
に
よ
っ
て
口
腔
内
の
衛
生
状
態

が
悪
化
し
た
り
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
変

化
に
よ
っ
て
む
し
歯
や
歯
周
病
が
進
行
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
お
母
さ
ん
に
歯
周
病
が
あ

る
と
早
産
し
や
す
い
傾
向
が
あ
る
と
い
う
報

告
も
あ
り
ま
す
。

　
妊
娠
届
出
時
に
妊
婦
歯
科
健
康
診
査
受
診

券
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話
で

予
約
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
受
診
券
の

使
用
期
限
は
妊
娠
28
週
未
満
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。
使
用
期
限
内
に
受
診
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
町
内
歯
科
医
療
機
関
連
絡
先

・
清
村
歯
科
医
院

　
０
９
６
‐
２
３
４
‐
３
７
７
３

・
さ
と
う
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
０
９
６
‐
２
３
５
‐
１
１
１
８

・
り
ん
ご
歯
科
な
る
せ

　
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
０
１
２

※
町
が
発
行
し
た
妊
婦
健
康
診
査
受
診
票
・

　
妊
婦
歯
科
健
康
診
査
受
診
券
は
、
甲
佐
町

　
に
住
民
票
が
あ
る
妊
婦
の
人
が
使
用
で
き

　
ま
す
。
他
の
市
町
村
へ
転
出
さ
れ
た
場
合

　
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
転
出
先
の
市
町
村

　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
健
康
推
進
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

妊
婦
健
康
診
査
・
妊
婦
歯
科
健
康
診
査
を
受
診
し
て

安
心
・
安
全
な
出
産
を
迎
え
ま
し
ょ
う
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お
知
ら
せ

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の

お

知

ら

せ

　
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
、
３
月
１

日
（
土
）
～
７
日
（
金
）
の
期
間
に
実
施

さ
れ
ま
す
。
火
災
予
防
運
動
は
、
火
災
が

発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
火
災
予
防
思
想
の
普
及
を
図
り
、
火

災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者
を
中
心
と

す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
、
財
産
の

損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
家
庭
や
職
場
、
地
域
ぐ
る

み
で
火
の
用
心
を
心
が
け
、
火
災
が
起
き

な
い
よ
う
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

▼
防
火
標
語

　
『
守
り
た
い　
未
来
が
あ
る
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
の
用
心
』

▼
住
宅
防
火
10
の
ポ
イ
ン
ト

●
４
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い

・
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の   

   

を
置
か
な
い

・
こ
ん
ろ
を
使
う
時
は
火
の
そ
ば
を
離
れ 

   

な
い

・
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、
不

   
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く

●
６
つ
の
対
策

・
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
ス
ト
ー
ブ

   

や
こ
ん
ろ
は
安
全
装
置
の
付
い
た
機
器

   

を
使
用
す
る

・
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
住
宅
用
火

   

災
警
報
器
を
定
期
的
に
点
検
し
、
10
年

   

を
目
安
に
交
換
す
る

・
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部
屋
を

   

整
理
整
頓
し
、寝
具
、衣
類
お
よ
び
カ
ー

   

テ
ン
は
防
炎
品
を
使
用
す
る

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

   

消
火
器
を
設
置
し
、
使
い
方
を
確
認
し

   

て
お
く

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
は
避

   

難
経
路
と
避
難
方
法
を
常
に
確
保
し
備

   

え
て
お
く

・
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別
訪
問

   

な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
火
対

   

策
を
行
う

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部

　
☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
９
６
３

　
熊
本
県
の
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

▼
熊
本
県
最
低
賃
金
（
時
間
額
）

　
9
５
２
円

　
（
令
和
６
年
10
月
５
日
か
ら
）

▼
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

①
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、

　
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具

　
製
造
業

・
最
低
賃
金
（
時
間
額
）

　
９
９
６
円

　
（
令
和
６
年
12
月
15
日
か
ら
）

②
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
、
船
舶

　
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機
関
製
造
業

・
最
低
賃
金
（
時
間
額
）

　
1
０
１
９
円

　
（
令
和
６
年
12
月
15
日
か
ら
）

③
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

・
最
低
賃
金
（
時
間
額
）

　
９
５
２
円

　
（
令
和
６
年
10
月
５
日
か
ら
）

※
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
に
は
適
用

　
範
囲
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
☎
０
９
６
‐
３
５
５
‐
３
２
０
２

　
熊
本
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
０
９
６
‐
２
０
６
‐
９
８
２
９

　
甲
佐
町
消
防
団
で
は
、
年
々
減
少
す
る

消
防
団
員
の
確
保
の
た
め
、
地
域
の
防
災

活
動
や
、
消
防
団
の
広
報
活
動
な
ど
女
性

な
ら
で
は
の
視
点
で
、
災
害
時
な
ど
の
活
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❖ 上益城広域連合
　 096-237-2891

❖ 県上益城地域振興局
　 096-282-2111（代表）

❖ 県御船保健所
　 096-282-0016

❖ 県庁
　 096-383-1111（代表）

必

ず

チ

ェ

ッ

ク

最

低

賃

金

！

女

性

消

防

団

員

を

募

集

し

ま

す
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動
を
支
援
し
て
い
た
だ
け
る
女
性
消
防
団

員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
お
も
な
活
動

●
広
報
・
啓
発
活
動

・
防
火
啓
発
パ
レ
ー
ド
へ
の
参
加

・
独
居
老
人
宅
へ
防
火
の
呼
び
か
け

・
地
域
の
防
災
訓
練
に
参
加

●
訓
練

・
救
命
講
習
の
参
加

・
出
初
式
の
参
加

●
出
動

・
火
災
や
災
害
時
な
ど
の
後
方
支
援

▼
処
遇
に
つ
い
て

・
団
員
報
酬

　
条
例
に
基
づ
き
報
酬
を
支
給
し
ま
す
。

・
退
職
報
奨
金

　
一
定
期
間
以
上
勤
務
し
た
団
員
に
は
退

　
団
時
に
退
職
報
償
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
公
務
災
害
補
償

　
活
動
中
に
負
傷
、
疾
病
に
か
か
っ
た
場

　
合
、
公
務
災
害
補
償
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
被
服
の
貸
与

・
活
動
に
必
要
な
活
動
服
を
無
償
で
貸
与

　
し
ま
す
。

・
消
防
団
員
福
祉
共
済

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
ど
で
負
傷
、
疾
病
で

　
入
院
し
た
際
に
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
務
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
７

くらしの情報

町税などの滞納処分（12月分）

種　別 件数・金額など

捜 索 0 件

差 し 押 さ え 件 数 5 件

公 売 回 数 ０回

公 売 件 数 ０件

滞納処分関連収入 1,746,408円

tax

事件・ 事 故 件 数

種　別 発生件数
12月 年累計

人 身 事 故 ２ 9

物 損 事 故 20 203

盗 難 な ど ０ ８

12月31日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ３ ０

原 野 14 ＋３

そ の 他 14 ＋２

合 計 件 数 31 ＋５
1月15日現在

fire prevention

持ち込み手数料の料金改定表

令和７年４月からクリーンセンターへのごみ持ち込み料金などが変わります

改定前 改定後

時期 令和７年３月31日まで 令和７年４月１日から

金額
10キログラムあたり

１００円
10キログラムあたり

１５０円

【お問い合わせ先】
町環境衛生課　　　　　　　☎０９６－２３４－１１６９
御船町甲佐町衛生施設組合　☎０９６－２８２－０６８８

　令和７年４月１日から御船甲佐クリーンセンター（ごみ処理施設）にごみを搬入する際
の手数料を10キログラム当たり１５０円に改定します。今回の改定は、昨今の物価上昇
等を踏まえて増額するものです。皆さまのご理解とご協力をお願いします。
※事業所が排出するごみ（事業系一般廃棄物）の処分にかかる手数料も同様に改定します。

①住民または事業所が、ごみを御船甲佐ク
リーンセンターへ直接持ち込んだ際に徴収
する料金
②事業所が収集運搬業者に委託して、御船
甲佐クリーンセンターで処分する際の料金
※②の料金は、御船甲佐クリーンセンター
が収集運搬業者に請求しています。

改定する料金の対象
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お
知
ら
せ

上
益
城
５
町
消
費
生
活

相

談

員

を

募

集

　　
上
益
城
５
町
（
甲
佐
町
、
益
城
町
、
御

船
町
、
嘉
島
町
、
山
都
町
）
で
は
、
連
携

事
業
と
し
て
消
費
生
活
相
談
室
を
設
置
し

て
お
り
、
上
益
城
郡
５
町
に
お
住
ま
い
の

皆
さ
ん
を
対
象
に
消
費
生
活
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
消
費
生
活
相
談
員
を

新
た
に
募
集
し
て
い
ま
す
。
選
考
方
法
な

ど
の
詳
細
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
任
用
期
間

　

令
和
７
年
４
月
１
日
（
火
）（
ま
た
は

任
用
の
日
）～
令
和
８
年
３
月
31
日（
火
）

※
勤
務
状
況
に
よ
り
任
用
更
新
あ
り

▼
主
な
業
務
内
容

・
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
対
応
、

   

あ
っ
せ
ん
業
務

・
消
費
者
教
育
お
よ
び
啓
発
業
務

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
に
関
す
る
こ
と

▼
勤
務
日
数
お
よ
び
勤
務
時
間

・
週
２
～
３
日
勤
務
シ
フ
ト
制

   （
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
、

   

年
末
年
始
を
除
く
）

・
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
正
午
～
午
後

　
１
時
は
休
憩
時
間
）

▼
勤
務
場
所

   

曜
日
に
よ
っ
て
勤
務
地
が
異
な
り
ま 

す
。

・
月
曜
日
：
益
城
町
役
場

・
火
曜
日
：
御
船
町
役
場

・
水
曜
日
：
嘉
島
町
役
場

・
木
曜
日
：
甲
佐
町
老
人
憩
い
の
家

・
金
曜
日
：
山
都
町
役
場

▼
応
募
資
格

　
次
の
①
～
④
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し

て
い
る
人

①
次
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
、
ま

　
た
は
次
の
資
格
試
験
を
受
験
す
る
意
欲

　
の
あ
る
人

・
消
費
生
活
相
談
員
（
国
家
資
格
）

・
消
費
生
活
専
門
相
談
員
（
独
立
行
政

   

法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
認
定
）

・
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
一
般
財
団

   
法
人
日
本
産
業
協
会
認
定
）

・
消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
一
般
財

   

団
法
人
日
本
消
費
者
協
会
認
定
）

②
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
可
能
な
人

③
地
方
公
務
員
法
第
16
条
各
号
に
該
当

   

し
な
い
人

④
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
所
持
し
て
い

　
る
人

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
福
祉
課

　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
　
（
内
線
１
４
３
）

　
熊
本
県
労
働
委
員
会
は
、
解
雇
や
労
働

条
件
の
変
更
な
ど
、
労
働
者
と
事
業
主
と

の
間
の
労
働
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
話
し

合
い
に
よ
る
解
決
を
無
料
で
支
援
す
る

「
あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
公
益

委
員
・
労
働
者
委
員
・
使
用
者
委
員
の
3

名
の
あ
っ
せ
ん
員
が
解
決
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

　
正
社
員
か
否
か
は
問
い
ま
せ
ん
。
労
働

者
・
事
業
主
の
ど
ち
ら
か
ら
で
も
申
請
で

き
ま
す
。
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り

の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
６
‐
３
３
3
‐
２
７
５
３

　
熊
本
県
司
法
書
士
会
で
は
「
女
性
に
な

ら
話
せ
そ
う
」「
女
性
な
ら
わ
か
っ
て
も

ら
え
そ
う
」
と
い
っ
た
女
性
の
皆
さ
ま
の

た
め
に
女
性
の
た
め
の
女
性
司
法
書
士
に

よ
る
無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
相
続
の

手
続
き
が
よ
く
分
か
ら
な
い
、
遺
言
書
を

残
し
た
い
、
借
金
で
悩
ん
で
い
る
、
夫
婦

や
親
子
関
係
で
の
お
悩
み
な
ど
、
女
性
司

法
書
士
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

▼
相
談
対
象
者

　
女
性

▼
日
時

　
３
月
８
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
相
談
方
法

・
電
話
相
談
（
予
約
不
要
）

・
面
談
相
談
（
前
日
ま
で
に
要
予
約
）

▼
会
場
（
面
談
会
場
）

　
熊
本
県
司
法
書
士
会
館

　
（
熊
本
市
中
央
区
大
江
４
丁
目
４
‐
３
４
）

▼
相
談
料

　
無
料

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
司
法
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
９
６
‐
３
６
４
‐
２
８
８
９

　
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で
は
、
シ
ニ

ア
の
た
め
の
学
び
の
場
と
し
て
「
熊
本
さ

わ
や
か
大
学
校
」
を
開
校
し
て
い
ま
す
。

▼
開
催
期
間

　
令
和
７
年
４
月
～
令
和
８
年
３
月

▼
開
催
日
時
・
場
所

●
熊
本
校

　
毎
週
木
曜
日　
午
後
１
時
30
分

　
熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
熊
本
市
中
央
区
南
千
反
畑
町
３
‐
７
）

●
八
代
校

　
毎
週
火
曜
日　
午
後
１
時
30
分

　
桜
十
字
ホ
ー
ル
や
つ
し
ろ

　
（
八
代
市
新
町
５
‐
２
０
）

▼
募
集
人
員

　
熊
本
校
…

100
人　
八
代
校
…
50
人

▼
入
学
資
格

　
県
内
在
住
で
、
令
和
７
年
４
月
１
日
時

　
点
で
50
歳
以
上
の
人

くらしの情報

熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校
受
講
生

募

集

の

お

知

ら

せ

労
働
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に

「
あ
っ
せ
ん
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

「
女
性
の
た
め
の
女
性
司
法
書
士

無
料
相
談
会
」
の
お
知
ら
せ
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▼
受
講
料

　
入
学
金
５
０
０
０
円
、
受
講
料
１
万
８

　
０
０
０
円
（
入
学
時
に
一
括
納
入
）

▼
申
し
込
み
方
法

　
町
福
祉
課
窓
口
に
置
い
て
あ
る
入
学
申

　
込
書
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
一
般
財
団
法
人
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　
☎
０
９
６
‐
３
５
４
‐
３
０
８
３

　
道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り
出
し
や
倒

木
に
よ
り
歩
行
者
や
自
動
車
な
ど
に
損
害

が
発
生
し
た
場
合
、
樹
木
所
有
者
の
管
理

責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
道

路
沿
い
で
樹
木
を
所
有
さ
れ
て
い
る
人
は
、

点
検
を
実
施
し
、
危
険
な
場
合
は
伐
採
す

る
な
ど
の
措
置
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
道
路
保
全
課

　
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
９
５

　
「
闇
バ
イ
ト
」
が
絡
む
「
電
話
で
『
お

金
』
詐
欺
」
や
強
盗
、
Ｓ
Ǹ
Ｓ
を
通
し
て

投
資
へ
の
関
心
や
恋
愛
感
情
に
つ
け
込
み
、

お
金
を
だ
ま
し
取
る
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
・

ロ
マ
ン
ス
詐
欺
」
な
ど
、
サ
イ
バ
ー
関
連

の
事
件
が
多
発
し
て
お
り
、
だ
ま
し
の
手

口
は
常
に
更
新
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
あ
や
し
い
情
報
に
ま
ど
わ
さ
れ
た
り
、

ネ
ッ
ト
詐
欺
に
遭
っ
た
り
せ
ず
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
・
安
心
に
使

い
こ
な
す
た
め
に
、
最
新
の
情
報
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
家
庭
や

職
場
な
ど
で
警
戒
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
☎
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

　
進
学
や
就
職
で
、
引
っ
越
し
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
人
が
増
え
る
時
期
で
す
。
荷

物
の
取
扱
い
方
や
追
加
料
金
の
発
生
で
ト

ラ
ブ
ル
に
な
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
作
業

方
法
や
補
償
内
容
に
関
し
て
約
款
な
ど
を

事
前
に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

複
数
社
か
ら
見
積
り
を
と
り
、
納
得
し
た

う
え
で
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
際
は
、

甲
佐
町
消
費
生
活
相
談
窓
口
ま
た
は
熊
本

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
０
９
９
９

くらしの情報

「田んぼダム」とは、田んぼに降った雨水を一時的に貯め、時間をかけてゆっくりと排水する取組
みです。「田んぼダム」は、田んぼから流れ出す水の量を緩やかにする効果があり、降雨時の浸水
リスク等の被害軽減が期待できます。さらに、「田んぼダム」に取り組んでも農作物の生育や収量
等へ特段の影響がないことも分かりました。
また、多面的機能支払交付金等を活用して、「田んぼダム」専用せき板※1、専用排水桝※2を購

入することなどができます。人吉・球磨地域では、令和5年度末時点で既に617ha（東京ドーム約
135個分）の田んぼで取組みを実施しています。
「田んぼダム」は地域全体のより多くの田んぼで取り組むことで、災害リスクに対するより大きな
効果を発揮します。みなさんの地域を田んぼで守るため、ぜひ「田んぼダム」に取り組みましょう。

「「田田んんぼぼダダムム」」にに取取りり組組みみままししょょうう！！！！

■お問い合わせ先
町農政課 ☎０９６－２３４－１１７６

田田んんぼぼダダムムのの仕仕組組みみ

★もっと知りたい方は

QRコードから！！

※※11

※※22

く
ら
し
安
全

サ
イ
バ
ー
関
連
犯
罪
に
注
意
！

引
っ
越
し
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

道
路
に
張
り
出
し
て
い
る
木
の

伐

採

に

ご

協

力

を

21 広報 こうさ 2025.2



［
肥
後
狂
句
］�

北
川
直
美 

選

早
さ
早
さ

　
セ
ク
ハ
ラ
だ
ろ
か
も
う
辞
表�

広
田
み
ど
り

早
さ
早
さ

　
待
た
せ
て
な
る
か
意
地
の
有
る�

下
山　
千
恵

早
さ
早
さ

　

家
の
ロ
ー
ン
の
振
り
込
み
日�

志
垣　
　
光

早
さ
早
さ

　
あ
っ
と
い
う
間
に
四
十
路
た
い�

平
井
や
よ
い

早
さ
早
さ

　
値
上
げ
商
戦
お
米
に
も�

光
永　
　
六

早
さ
早
さ

　
母
を
走
ら
す
焼
い
も
屋�

井
元
あ
ざ
み

早
さ
早
さ

　
も
う
ラ
ン
ナ
ー
は
通
り
過
ぎ�

日
高　
美
里

早
さ
早
さ

　
後
期
高
齢
仲
間
入
り�

上
田　
梅
清

早
さ
早
さ

　
あ
の
泣
け
ベ
ソ
が
嫁
る
げ
な�

北
川　
直
美

［
短
歌
］�

塚
原
暁
益 

選

青
春
の
箱
根
の
山
を
駆
け
抜
け
る

汗
の
光
り
て
タ
ス
キ
を
繋
ぐ�

池
田
キ
ヨ
子

水
槽
に
肘
ま
で
つ
け
て
掬
い
と
る

数
多
の
豆
腐
極
寒
の
朝�

岡
部　
律
子

散
歩
道
高
く
繁
り
し
庭
の
草

不
在
屋
敷
の
在
り
し
日
思
い
出�

赤
星　
延
子

庭
す
み
に
ひ
そ
と
咲
き
を
り
水
仙
は

気
品
た
だ
よ
う
春
つ
げ
る
花�

内
田
乃
武
子

起
き
ぬ
け
に
寒
気
す
る
庭
真
白
に

降
り
た
る
霜
は
淡
雪
の
ご
と�

吉
永
由
紀
子

年
明
け
て
予
測
の
つ
か
ぬ
一
年
に

平
和
で
あ
れ
と
手
あ
わ
せ
願
う�

緒
方　
明
美

病
み
あ
れ
ど
優
し
い
子
等
に
支
え
ら
れ

今
も
生
き
て
る
吾
の
よ
ろ
こ
び�

塚
原　
暁
益

literary work
うたごよみ　～如月～

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　
☎
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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【作り方】
①ニンジンは洗ってから、皮ごとすりおろして

おきます。
②ボウルに卵・砂糖・①のニンジン・ココア・

牛乳、サラダ油の順に加えしっかり混ぜこん
でいきましょう。

③②にホットケーキの粉を入れて、ダマがなく
なるまでよく混ぜます。

④ケーキの型にマーガリンを塗り、③を入れ底
を叩き空気抜きします。

⑤170度のオーブンで30～35分焼きます。

※型がない場合は100円ショップの紙型で構い
ません。

バレンタインのニンジンケーキ

　
一
年
で
寒
さ
が
最
も
厳
し
く
な
る

「
大
寒
」
を
過
ぎ
て
も
、
そ
れ
ほ
ど

冷
え
込
む
日
が
な
い
今
冬
、
体
調
管

理
は
万
全
で
し
ょ
う
か
。
受
験
生
が

お
ら
れ
る
ご
家
庭
で
は
、
特
に
気
を

使
う
季
節
で
す
ね
。

　

さ
て
、
本
町
で
は
1
月
12
日
に

二
十
歳
の
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
は
、
華
や
か
に
着
飾
っ
た

新
成
人
や
そ
の
晴
れ
姿
を
楽
し
み
に

来
場
し
た
保
護
者
の
方
た
ち
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、
20
歳
と
い
う
人
生

の
節
目
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
の

凛
々
し
い
姿
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
同
級
生
や
恩

師
の
先
生
と
の
会
話
に
花
を
咲
か
せ

て
い
た
皆
さ
ん
。「
大
人
」
と
し
て

未
来
を
担
う
彼
ら
の
こ
れ
か
ら
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゆ
）

　ニンジンといえばβカロテン。食べて体内に入ればビタミン A となり、抗酸
化作用や免疫力をアップするといった働きをしてくれます。皮も同じことです。
だから皮は剥かずに調理すると、たくさん栄養が摂れるってご存じですか？
　ニンジンは軸が小さめで切り口の色が鮮やかなものを選びましょう。実が柔
らかく甘味もあるからです。ニンジンが余った時は新聞紙で包むとかポリ袋に
入れ乾燥に気を付けて冷蔵庫で保存しましょう。

【材料】
ホットケーキの粉…150㌘
ココア………………大さじ3
砂糖…………………大さじ5
サラダ油……………大さじ5
牛乳…………………大さじ3
卵…………………………2個
ニンジン………………中1本

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

編

集

後

記

ひ と の 動 き
12月11日（火）～1月10日（金）届出

ふるさと甲佐応援寄附金

お誕生

ご結婚

お悔やみ

▶ご寄附いただいた皆様
　　お名前　　　　ご住所　
・亀尾　友人様　　東京都
・稲田　祐大様　　愛媛県
・鈴木雄一郎様　　東京都
・庄子　隆平様　　東京都
・菊川　悠一様　　東京都
　　　　　　　　ほか多数
■お問い合わせ
　町地域振興課
　☎096-234-1154

　ふるさと納税の
　詳細はこちらを
　チェック！▶

ご存じですか？

Let's make health
甲佐の野菜で作ってみよう！

住　所 氏　名 性別 保護者
田　口 緒方亜

あ い な
依奈 女 紀夏

ほか２人　

「広報こうさ」アンケート
実施中！ご協力をお願い
します▶

今月の婚姻夫婦　３組

住　所 氏　名 年齢 世帯主
横　田 永田　司 81 優
南三箇 杉本　利行 93 利　行
糸　田 本郷　博行 71 佳　代
豊　内 清村　一男 88 啓　子
早　川 中原　由幸 98 篤　子
早　川 本田　政武 89 榮　子
南三箇 八並　集 80 絹　代
仁田子 田上　宏 87 二　美
船　津 稲葉　一子 98 一　子
豊　内 村上　惇子 96 惇　子
豊　内 園田　昇 89 昇
豊　内 米原　範 102 範

ほか7人　
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穏
や
か
な
表
情
で
住
民
に
耐
震

改
修
補
助
制
度
に
つ
い
て
の
説
明

を
行
っ
て
い
る
の
は
鹿
児
島
県
出

水
市
出
身
の
野
付
祐
司
さ
ん
。

　
過
去
に
出
水
市
で
発
生
し
た
大

規
模
な
土
石
流
災
害
の
復
旧
事
業

に
携
わ
っ
た
経
験
を
生
か
し
、
熊

本
地
震
か
ら
の
復
興
を
支
援
す
る

た
め
、
平
成
30
年
４
月
に
出
水
市

か
ら
、震
災
後
の
甲
佐
町
で
復
旧・

復
興
の
た
め
の
派
遣
職
員
と
し
て

甲
佐
町
に
赴
任
し
て
き
た
。
そ
の

動
機
を
次
の
よ
う
に
語
る
。「
震

災
直
後
、
町
職
員
は
自
身
も
被
災

者
で
あ
り
な
が
ら
、
被
災
さ
れ
た

住
民
の
思
い
に
寄
り
添
い
な
が
ら

早
期
の
復
旧
復
興
を
目
指
し
て
い

る
と
聞
い
て
、
自
分
の
経
験
や
知

識
が
少
し
で
も
町
の
皆
さ
ん
の
力

に
な
れ
ば
と
思
い
、
派
遣
を
志
願

し
ま
し
た
」

　
野
付
さ
ん
は
着
任
と
同
時
に
甲

佐
町
で
の
生
活
を
ス
タ
ー
ト
。
仮

設
住
宅
に
暮
ら
す
人
た
ち
の
声
に

丁
寧
に
耳
を
傾
け
つ
つ
、
再
建
が

思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
人
た
ち
の

苦
悩
や
要
望
に
対
応
し
て
き
た
。

　
令
和
２
年
に
派
遣
期
間
は
終
了

し
た
が
「
ま
だ
町
の
役
に
立
て
る

か
も
し
れ
な
い
」
と
考
え
、
甲
佐

町
に
残
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
帯

同
し
て
い
た
妻
に
と
っ
て
も
大
き

な
決
断
と
な
っ
た
。
野
付
さ
ん
の

強
い
思
い
に
家
族
も
同
意
し
た
。

　

派
遣
か
ら
７
年
と
な
る
今
も
、

建
設
課
の
任
期
付
職
員
と
し
て
町

の
安
全
管
理
に
携
わ
る
野
付
さ
ん

の
業
務
は
多
岐
に
わ
た
る
。
宅
地

復
旧
支
援
事
業
を
は
じ
め
、
住
宅

の
耐
震
改
修
に
関
す
る
補
助
、
道

路
整
備
の
補
助
な
ど
の
申
請
や
交

付
手
続
き
、
町
道
や
水
路
の
工
事

に
関
す
る
事
務
を
担
当
し
て
お

り
、
町
全
体
の
安
全
性
向
上
に

日
々
努
め
て
い
る
。

　
「
公
費
補
助
が
あ
る
こ
と
で
個

人
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
災
害
対

策
に
取
り
組
み
や
す
く
な
り
ま

す
。
個
々
の
取
り
組
み
が
進
む
と

地
域
の
安
全
性
が
高
ま
り
、
災
害

時
の
被
害
も
抑
え
ら
れ
ま
す
」
と

野
付
さ
ん
は
、
一
人
ひ
と
り
が
災

害
対
策
を
進
め
る
こ
と
の
大
切
さ

を
強
調
す
る
。

　
町
建
設
課
の
志
戸
岡
弘
課
長
は

「
震
災
対
応
で
職
員
が
疲
弊
し
て

い
る
状
況
の
な
か
、
野
付
さ
ん
の

存
在
は
心
強
か
っ
た
。
7
年
間
と

い
う
長
い
間
、
被
災
さ
れ
た
町
民

に
寄
り
添
っ
た
対
応
や
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
生
か
さ
れ
町
職
員
へ

ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
れ
て
い
る
姿
を

見
て
感
謝
し
て
い
ま
す
」と
話
す
。

　
野
付
さ
ん
に
今
の
町
の
印
象
を

尋
ね
る
と
「
緑
川
沿
い
に
新
し
く

完
成
し
た
熊
本
甲
佐
総
合
運
動
公

園
を
目
に
す
る
と
感
慨
深
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
何
も
な
か
っ
た
場

所
に
こ
ん
な
立
派
な
施
設
が
で
き

た
の
は
、
復
興
の
象
徴
だ
と
感
じ

ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。
お
気

に
入
り
は
乙
女
河
原
に
無
数
の
灯

り
が
灯
る
テ
ン
ト
の
風
景
。「
川

沿
い
の
景
色
を
眺
め
る
と
、
こ
の

町
は
昔
か
ら
緑
川
と
と
も
に
歩
ん

で
き
た
の
だ
な
と
感
じ
ま
す
」

　
こ
れ
ま
で
の
７
年
間
を
振
り
返

っ
て
「
町
の
職
員
と
し
て
、
少
し

で
も
住
民
の
み
な
さ
ん
の
支
え
に

な
れ
た
の
な
ら
嬉
し
い
。
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
甲
佐
町
の
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
も
自
分
が
で
き
る

こ
と
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話

す
野
付
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
こ

れ
か
ら
も
続
く
。

「
ま
だ
役
に
立
て
る
か
も
し
れ
な
い
」

派
遣
か
ら
留
任
を
選
ん
だ
職
員
の
挑
戦

Kosa
Style
こうさ スタイル

鹿児島県出水市出身。
昭和53年に出水市役所に入庁。
市役所では税務、財政、下水道
などの業務に従事。
趣味はドライブ。甲佐町で妻と
２人暮らし。

〔甲佐町役場　建設課〕
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ま
ち
と
人
の
想
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が
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る
情
報
交
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TEL　
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096-234-3964
URL　
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n.kosa.lg.jp/

野付 祐司さん
Yuji　Notsuki
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